
(57)【要約】

【課題】エンジンのブリーザ装置において、ブリーザ通

路及びブリーザ室内への油滴の浸入量を低減すると共に

、油気分離機能を向上させることを目的としている。

【解決手段】クランクケース１内に、クランク軸３と平

行なバランサ軸３１を配置しており、バランサ軸３１内

にバランサ軸芯Ｏ2方向に延びるブリーザ通路６０を形

成する。該ブリーザ通路６０の入口６１は、クランク室

４と隔壁５を隔てたジェネレータ室１０に開口し、ブリ

ーザ通路６０の出口６３はブリーザ室４７に開口してい

る。ブリーザ室４７は、好ましくは、バランサ軸芯Ｏ2

と軸芯方向に対向する位置に、ジェネレータカバー１５

と一体成形し、該ブリーザ室４７にバランサ軸３１の出

口６３側の端部を突出させる。また、ブリーザ室４７に

は着脱可能なブリーザ室蓋４６を取り付ける。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 、 ク ラ ン ク 軸 と バ ラ ン サ 軸 を 配 置 し た エ ン ジ ン に お い て 、
　 バ ラ ン サ 軸 内 に バ ラ ン サ 軸 芯 方 向 に 延 び る ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し 、 該 ブ リ ー ザ 通 路 の 入
口 は 、 ク ラ ン ク 室 と 隔 壁 を 隔 て た ジ ェ ネ レ ー タ 室 に 開 口 し 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 出 口 は 、 ク ラ
ン ク 室 外 に 形 成 さ れ た ブ リ ー ザ 室 を 介 し て エ ン ジ ン 外 部 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る
エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 は 、 バ ラ ン サ 軸 に 設 け ら れ た バ ラ ン サ ウ エ イ ト の 径 方 向 外 周 部
に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ジ ェ ネ レ ー タ 室 の 下 端 部 は 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ の オ イ ル 吸 込 口 に 連 通 し 、 ス カ ベ ン
ジ ン グ ポ ン プ に よ り ジ ェ ネ レ ー タ 室 内 の オ イ ル を 吸 い 上 げ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ 記 載 の エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ジ ェ ネ レ ー タ 室 を 覆 う ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー の 外 側 面 に ブ リ ー ザ 室 を 一 体 に 形 成 し 、
　 バ ラ ン サ 軸 の 軸 方 向 一 端 部 を 上 記 ブ リ ー ザ 室 内 に 突 出 さ せ 、 該 ブ リ ー ザ 室 内 に 前 記 ブ リ
ー ザ 通 路 の 出 口 を 開 口 し 、
　 ブ リ ー ザ 室 に は ブ リ ー ザ 室 蓋 を 着 脱 可 能 に 取 り 付 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か に 記 載 の エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 バ ラ ン サ 軸 の ブ リ ー ザ 室 内 部 分 に タ イ ミ ン グ 調 節 用 工 具 係 合 部 を 形 成 し 、
　 ブ リ ー ザ 室 蓋 を 取 り 外 し た 状 態 で 、 エ ン ジ ン 外 部 か ら 上 記 工 具 係 合 部 に 回 転 用 工 具 を 係
合 可 能 と し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク ケ ー ス の ブ リ ー ザ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 エ ン ジ ン の ブ リ ー ザ 装 置 と し て は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス の カ バ ー 等 に 複 数 の フ ィ ン を
有 す る 迷 路 状 の ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し た 構 造 （ 従 来 技 術 １ ） や 、 ク ラ ン ク 軸 に ブ リ ー ザ 通
路 を 形 成 し 、 該 ブ リ ー ザ 通 路 と 外 部 と を 連 通 し た 構 造 （ 従 来 技 術 ２ ） や 、 ク ラ ン ク 室 内 に
配 置 し た バ ラ ン サ 軸 内 に ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し 、 該 ブ リ ー ザ 通 路 と 外 部 と を 連 通 し た 構 造
（ 従 来 技 術 ３ 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 等 が 提 案 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 や バ ラ ン サ 軸 内 に ブ リ
ー ザ 通 路 を 形 成 し た 構 造 （ 従 来 技 術 ２ ， ３ ） は 、 フ ィ ン 等 に よ り 迷 路 状 の ブ リ ー ザ 通 路 を
形 成 し た 構 造 （ 従 来 技 術 １ ） に 比 べ 、 コ ン パ ク ト に で き る と 共 に 、 ク ラ ン ク 軸 又 は バ ラ ン
サ 軸 の 回 転 に よ る 遠 心 力 を 利 用 し て 、 強 制 的 に 油 気 を 分 離 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ６ ２ － ３ ２ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 内 に ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 す る 従 来 技 術 ２ で は 、 ク ラ ン ク 軸 の
端 部 に ジ ェ ネ レ ー タ 又 は 各 種 ギ ヤ 類 を 取 り 付 け る 必 要 性 か ら 、 ク ラ ン ク 軸 は 軸 方 向 に 長 く
な っ て お り 、 そ の た め エ ン ジ ン の 軸 方 向 寸 法 の コ ン パ ク ト 化 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 ３ の ブ リ ー ザ 装 置 は 、 ク ラ ン ク 室 内 の バ ラ ン サ 軸 に ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 す る こ
と に よ り 、 ク ラ ン ク 軸 方 向 の コ ン パ ク ト 性 を 維 持 し て い る が 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 を 直 接
、 ク ラ ン ク 室 に 開 口 し て い る た め 、 ク ラ ン ク 室 内 で 飛 散 し 、 充 満 す る 油 滴 が ブ リ ー ザ 通 路
内 に 侵 入 す る 可 能 性 が 大 き い 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-291041 A 2005.10.20



【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 創 出 さ れ た も の で あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 、 ク ラ
ン ク 軸 と バ ラ ン サ 軸 を 配 置 し た エ ン ジ ン に お い て 、 バ ラ ン サ 軸 内 に バ ラ ン サ 軸 芯 方 向 に 延
び る ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し 、 該 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 は 、 ク ラ ン ク 室 と 隔 壁 を 隔 て た ジ ェ ネ
レ ー タ 室 に 開 口 し 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 出 口 は 、 ク ラ ン ク 室 外 に 形 成 さ れ た ブ リ ー ザ 室 を 介 し
て エ ン ジ ン 外 部 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 前 記 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 は 、 好 ま し く は バ ラ ン サ 軸 に 設 け ら れ た バ ラ ン サ ウ エ
イ ト の 径 方 向 外 周 部 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 の 下 端 部 は 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン
プ の オ イ ル 吸 込 口 に 連 通 し 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ に よ り ジ ェ ネ レ ー タ 室 内 の オ イ ル を 吸
い 上 げ る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 ジ ェ ネ レ ー タ 室 を 覆 う ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー の 外 側 面 に ブ リ ー ザ 室
を 一 体 に 形 成 し 、 バ ラ ン サ 軸 の 軸 方 向 一 端 部 を 上 記 ブ リ ー ザ 室 内 に 突 出 さ せ 、 該 ブ リ ー ザ
室 内 に 前 記 ブ リ ー ザ 通 路 の 出 口 を 開 口 し 、 ブ リ ー ザ 室 に は ブ リ ー ザ 室 蓋 を 着 脱 可 能 に 取 り
付 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 バ ラ ン サ 軸 の 一 端 を ブ リ ー ザ 室 に 突 出 さ せ る 構 造 に お い て 、 バ ラ ン サ
軸 の ブ リ ー ザ 室 内 部 分 に タ イ ミ ン グ 調 節 用 工 具 係 合 部 を 形 成 し 、 ブ リ ー ザ 室 蓋 を 取 り 外 し
た 状 態 で 、 エ ン ジ ン 外 部 か ら 上 記 工 具 係 合 部 に 回 転 用 工 具 を 係 合 可 能 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） バ ラ ン サ 軸 内 に ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し て い る こ と に よ り 、 バ ラ ン サ 軸 の 回 転 遠 心 力
に よ り 、 ブ リ ー ザ 通 路 内 に 浸 入 し よ う と す る 油 滴 の 一 部 （ た と え ば 大 き な 油 滴 ） を 排 除 で
き る 。 ま た 、 ブ リ ー ザ 通 路 内 に 侵 入 し た 細 か い 油 滴 に 対 し て も 、 バ ラ ン サ 軸 の 回 転 遠 心 力
に よ り 、 強 制 的 に 油 気 分 離 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ラ ン サ 軸 の 回 転 を 利 用 す る こ
と に よ り 、 油 気 分 離 機 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） バ ラ ン サ 軸 に バ ラ ン サ 軸 芯 方 向 の ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 し て い る た め 、 従 来 の よ う に
ク ラ ン ク 軸 内 に ブ リ ー ザ 通 路 を 形 成 す る 場 合 に 比 べ 、 バ ラ ン サ 軸 の 軸 方 向 端 部 に ブ リ ー ザ
室 を 形 成 し た と し て も 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 方 向 寸 法 の コ ン パ ク ト 化 を 維 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） ジ ェ ネ レ ー タ 室 は 、 ク ラ ン ク 室 に 比 べ る と 容 積 が 大 き く 、 し か も 、 油 滴 の 量 が 少 な
い 部 屋 で あ り 、 こ の ジ ェ ネ レ ー タ 室 に 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 を 開 口 さ せ て い る の で 、 従 来
の よ う に ク ラ ン ク 室 に ブ リ ー ザ 入 口 を 開 口 す る 構 造 と 比 較 し て 、 ブ リ ー ザ 通 路 内 に 侵 入 す
る 可 能 性 の あ る 油 滴 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 を 、 バ ラ ン サ 軸 に 設 け ら れ た バ ラ ン サ ウ エ イ ト の 径 方 向 外 周 部
に 形 成 す る と 、 バ ラ ン サ 軸 の 回 転 に よ る 遠 心 力 作 用 が 増 大 さ れ 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 に お
け る 油 気 分 離 機 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ５ ） ジ ェ ネ レ ー タ 室 を ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ の オ イ ル 吸 込 口 に 連 通 し 、 ス カ ベ ン ジ ン グ
ポ ン プ に よ り ジ ェ ネ レ ー タ 室 内 の オ イ ル を 吸 い 上 げ る 構 成 と す る こ と に よ り 、 ブ リ ー ザ 通
路 の 入 口 か ら 浸 入 し よ う と す る 油 滴 量 を 一 層 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ６ ） ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー の 外 側 面 に ブ リ ー ザ 室 を 一 体 に 形 成 し 、 バ ラ ン サ 軸 を 上 記 ブ リ
ー ザ 室 内 に 突 出 さ せ 、 該 ブ リ ー ザ 室 内 に 前 記 ブ リ ー ザ 通 路 の 出 口 を 開 口 し 、 前 記 ブ リ ー ザ
室 に ブ リ ー ザ 室 蓋 を 着 脱 可 能 に 取 り 付 け て あ る と 、 ブ リ ー ザ 通 路 か ら ブ リ ー ザ 室 へ の 通 路
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形 成 が 簡 単 に な り 、 ま た 、 ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー を 外 さ な く と も 、 小 さ な ブ リ ー ザ 室 蓋 を 取
り 外 す だ け で 、 ブ リ ー ザ 通 路 の メ ン テ ナ ン ス 及 び 掃 除 が 簡 単 に 行 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ７ ） バ ラ ン サ 軸 の ブ リ ー ザ 室 内 部 分 に タ イ ミ ン グ 調 節 用 工 具 係 合 部 を 形 成 し て あ る と 、
ブ リ ー ザ 室 蓋 の み を 取 り 外 す だ け で 、 エ ン ジ ン 外 部 か ら 上 記 工 具 係 合 部 に 回 転 用 工 具 を 係
合 で き 、 そ れ に よ り 、 バ ラ ン サ 軸 を 介 し て ク ラ ン ク 軸 を 手 動 で 回 転 さ せ 、 吸 、 排 気 弁 の 開
開 タ イ ミ ン グ の 調 節 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
[ク ラ ン ク ケ ー ス 内 構 造 の 概 略 ]
　 図 １ ～ 図 ５ は 、 本 発 明 を セ ミ ド ラ イ サ ン プ 型 の 単 気 筒 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン に 適 用 し た 実
施 の 形 態 で あ る 。 図 ２ は 、 ク ラ ン ク 軸 芯 Ｏ 1、 バ ラ ン サ 軸 芯 Ｏ 2及 び ポ ン プ 軸 芯 Ｏ 3を 通 る
切 断 面 の 展 開 図 （ 図 １ の II-II断 面 展 開 図 ） で あ り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス １ は 左 右 の ク ラ ン ク
ケ ー ス 部 材 １ ａ 、 １ ｂ を 結 合 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て お り 、 ク ラ ン ク 軸 ３ を 収 納 す る ク
ラ ン ク 室 ４ は 、 左 右 の ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 １ ａ ， １ ｂ の 隔 壁 ５ ， ６ と ク ラ ン ク 室 周 壁 ７ と
で 囲 ま れ て い る 。 ク ラ ン ク 室 周 壁 ７ は ク ラ ン ク 室 ４ の 下 側 か ら 後 方 を 円 弧 状 に 覆 っ て い る
。 ク ラ ン ク 室 ４ の 左 側 に は 左 側 隔 壁 ５ を 隔 て て ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ が 形 成 さ れ 、 ク ラ ン ク
室 ４ の 右 側 に は 右 側 隔 壁 ６ を 隔 て て 伝 動 ギ ヤ 室 １ １ 及 び ク ラ ッ チ 室 １ ２ が 形 成 さ れ て い る
。 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ は 左 方 か ら ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー １ ５ に よ り 覆 わ れ て お り 、 該 ジ ェ ネ
レ ー タ カ バ ー １ ５ は ボ ル ト １ ６ に よ り 、 左 側 ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 １ ａ の 左 端 面 （ ジ ェ ネ レ
ー タ カ バ ー 取 付 面 ） に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ク ラ ン ク 軸 ３ は 左 右 の 隔 壁 ５ ， ６ に 嵌 着 さ れ た 軸 受 １ ７ ， １ ８ に よ り 回 転 可 能 に 両 持 ち
状 に 支 持 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 軸 ３ の 右 端 部 は 、 右 側 の 軸 受 １ ８ か ら 伝 動 ギ ヤ 室 １ １ 内 に
突 出 す る と 共 に 、 ク ラ ン ク ギ ヤ ２ ０ 及 び ポ ン プ 駆 動 ギ ヤ ２ １ が 固 着 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク
軸 ３ の 左 端 部 は 左 側 の 軸 受 １ ７ か ら ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 に 突 出 す る と 共 に 、 バ ラ ン サ 駆
動 ギ ヤ ２ ５ 及 び カ ム 駆 動 チ ェ ー ン 用 ギ ヤ （ ス プ ロ ケ ッ ト ギ ヤ ） ２ ６ が 設 け ら れ て お り 、 さ
ら に 、 左 先 端 部 に は ジ ェ ネ レ ー タ ３ ０ の ロ ー タ 部 ３ ０ ａ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ク ラ ン ク 軸 ３ よ り 前 方 位 置 の ク ラ ン ク 室 ４ 内 部 分 に は 、 ク ラ ン ク 軸 ３ と 平 行 な バ ラ ン サ
軸 ３ １ が 配 置 さ れ て お り 、 該 バ ラ ン サ 軸 ３ １ は 前 記 左 右 の 隔 壁 ５ ， ６ に 軸 受 ３ ３ ， ３ ４ を
介 し て 両 持 ち 状 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 右 端 部 は 、 前 記 伝 動 ギ ヤ
室 １ １ に 突 出 す る と 共 に 、 右 サ イ ド ウ エ イ ト ３ ６ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ラ ン サ
軸 ３ １ の 軸 方 向 の 右 端 面 に は 、 ウ ォ ー タ ー ポ ン プ ３ ８ の ポ ン プ 軸 ３ ９ が 同 一 軸 芯 Ｏ 2上 で
連 結 し て お り 、 バ ラ ン サ 軸 ３ １ に よ り ウ ォ ー タ ー ポ ン プ ３ ８ を 駆 動 す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 左 端 部 は ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 に 突 出 し て お り 、 該 左 端 突 出 部 分 に は
、 バ ラ ン サ ギ ヤ ４ ０ 及 び 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ が 右 側 か ら 順 に ス プ ラ イ ン 嵌 合 し 、 こ れ ら
バ ラ ン サ ギ ヤ ４ ０ 及 び 左 側 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ は 、 バ ラ ン サ 軸 ３ １ に 螺 着 さ れ た 締 付 ナ ッ
ト ４ ３ に よ り 軸 方 向 移 動 不 能 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク ラ ン ク 室 ４ の 後 側 に は 、 ク ラ ン ク 室 周 壁 ７ を 隔 て て ミ ッ シ ョ ン 室 ８ が 形 成 さ れ て お り
、 該 ミ ッ シ ョ ン 室 ８ 内 に は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン が 収 納 さ れ る と 共 に 、 エ ン ジ ン 潤 滑 冷 却
用 の オ イ ル （ 潤 滑 油 ） が 一 定 高 さ ま で 貯 留 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 室 ８ の 左 右 の
隔 壁 部 分 に は 、 同 一 軸 芯 Ｏ 3上 に ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ７ ５ と フ ィ ー ド ポ ン プ ７ ４ と が 左
右 に 分 配 設 置 さ れ て お り 、 右 側 の フ ィ ー ド ポ ン プ ７ ４ は 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 室 ８ 内 の オ
イ ル を ク ラ ン ク 軸 ３ や カ ム 軸 の 各 潤 滑 箇 所 に 供 給 し 、 左 側 の ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ７ ５ は
、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ や ク ラ ン ク 室 ４ に 戻 っ て き た 使 用 後 の オ イ ル を 、 ク ラ ン ク 室 ４ の 前
部 下 側 に 形 成 さ れ た ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ６ （ 図 １ ） を 介 し て 汲 み 上 げ 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ
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ン 室 ８ に 戻 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
[ブ リ ー ザ 装 置 ]
　 図 ３ は 図 ２ の 矢 印 III部 分 で あ り 、 ブ リ ー ザ 装 置 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ３ に お い
て 、 ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー １ ５ の 外 側 面 （ 左 側 面 ） に は 、 前 記 バ ラ ン サ 軸 芯 Ｏ 2と 同 一 軸 芯
上 に 左 端 開 口 状 の 円 筒 型 ブ リ ー ザ ケ ー ス ４ ５ が 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 該 ブ リ ー ザ ケ ー ス
４ ５ の 左 端 開 口 に は ブ リ ー ザ 室 蓋 ４ ６ が 着 脱 自 在 に 螺 着 さ れ 、 ブ リ ー ザ ケ ー ス ４ ５ と ブ リ
ー ザ 室 蓋 ４ ６ に よ り ブ リ ー ザ 室 ４ ７ を 形 成 し て い る 。 該 ブ リ ー ザ 室 ４ ７ の 前 上 端 部 に は 空
気 出 口 通 路 ４ ９ が 形 成 さ れ 、 該 空 気 出 口 通 路 ４ ９ に は ボ ル ト 継 手 管 ５ ０ が 螺 着 さ れ 、 該 ボ
ル ト 継 手 管 ５ ０ に は 空 気 排 出 用 ゴ ム ホ ー ス ５ １ が 接 続 し て い る 。 該 ゴ ム ホ ー ス ５ １ は 外 部
に 開 放 し て い る が 、 エ ア ク リ ー ナ に 接 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ブ リ ー ザ 室 蓋 ４ ６ の 左 側
面 に は 、 コ イ ン 係 合 用 の ス リ ッ ト ６ ６ が 形 成 さ れ 、 該 ス リ ッ ト ６ ６ に コ イ ン を 係 合 し 、 ブ
リ ー ザ 室 蓋 ４ ６ を 回 転 す る こ と に よ り 、 ブ リ ー ザ 室 蓋 ４ ６ を 着 脱 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 左 端 部 は 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 か ら ブ リ ー ザ ケ ー ス ４ ５ の 右 端 貫 通
孔 ５ ２ を 通 っ て ブ リ ー ザ 室 ４ ７ 内 に 突 出 し て お り 、 貫 通 孔 ５ ２ の 内 周 面 に は シ ー ル 部 材 ５
３ が 嵌 着 さ れ 、 該 シ ー ル 部 材 ５ ３ に よ り バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 外 周 面 を 回 転 可 能 に シ ー ル し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 軸 芯 部 分 に は 、 バ ラ ン サ 軸 芯 Ｏ 2方 向 に 延 び る ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ が 形
成 さ れ て お り 、 該 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ の 左 端 は 、 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ の 出 口 ６ ３ と し て 、 バ ラ
ン サ 軸 ３ １ の 左 側 軸 端 面 か ら ブ リ ー ザ 室 ４ ７ に 直 接 開 口 し て い る 。 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内
に 位 置 す る 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ 内 に は 、 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ に 連 通 す る と 共 に 径 方 向 外 方
に 延 び る ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 該 ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ の 径 方 向
外 周 端 は 、 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ の 入 口 ６ １ と し て 、 左 側 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ の 径 方 向 外 周 端
面 か ら ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に 開 口 し て い る 。 さ ら に 、 ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ の 外 周 端 寄
り の 部 分 に は 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に 対 し て 軸 芯 方 向 に 開 口 す る 副 入 口 ６ ２ が 形 成 さ れ て
い る 。 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の ブ リ ー ザ 室 ４ ７ 内 部 分 の 外 周 面 に は 、 多 角 形 状 、 た と え ば 六 角 形
状 の 回 転 用 の 工 具 係 合 部 ６ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 該 回 転 用 工 具 係 合 部 ６ ５ の 最 大 外 径 は 、
ブ リ ー ザ ケ ー ス ４ ５ の 貫 通 孔 ５ ２ の 内 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ジ ェ ネ レ ー
タ カ バ ー １ ５ を ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 １ ａ に 装 着 す る 際 、 貫 通 孔 ５ ３ を 工 具 係 合 部 ６ ５ が 通
過 で き る よ う に な っ て い る 。 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ の 右 端 部 は 、 図 ２ に 示 す よ う に バ ラ ン サ 軸
３ １ の 右 端 部 近 傍 ま で 延 び て い る が 、 閉 塞 さ れ て お り 、 右 方 に 空 気 が 抜 け な い よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
[ジ ェ ネ レ ー タ 室 内 の 構 成 ]
　 図 １ は ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー を 外 し て 示 す ク ラ ン ク ケ ー ス の 左 側 面 図 で あ り 、 ク ラ ン ク 軸
３ の カ ム 駆 動 チ ェ ー ン 用 ギ ヤ ２ ６ に 巻 き 掛 け ら れ た カ ム 駆 動 チ ェ ー ン ２ ７ は 、 左 側 ク ラ ン
ク ケ ー ス 部 材 １ ａ の 前 上 端 部 に 形 成 さ れ た チ ェ ー ン 通 路 ６ ７ 及 び シ リ ン ダ ２ の 左 端 部 に 形
成 さ れ た チ ェ ー ン 通 路 を 通 っ て シ リ ン ダ ヘ ッ ド （ 図 示 せ ず ） の 上 側 ま で 上 方 に 延 び 、 吸 、
排 気 弁 用 の 各 カ ム 軸 の 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト に 巻 き 掛 け ら れ て お り 、 ク ラ ン ク 軸 ３ の 回 転 （ Ｒ
1方 向 ） に よ っ て 矢 印 Ｓ 方 向 に 移 動 し 、 カ ム 軸 を 回 転 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。 バ ラ ン
サ 軸 ３ １ は 、 ク ラ ン ク 軸 ３ と 概 ね 同 じ 高 さ に 配 置 さ れ る と 共 に 前 述 の よ う に ク ラ ン ク 軸 ３
よ り も 前 方 位 置 に 配 置 さ れ て い る が 、 バ ラ ン サ 駆 動 ギ ヤ ２ ５ 及 び 該 ギ ヤ ２ ５ と 同 一 径 の バ
ラ ン サ ギ ヤ ４ ０ の 径 を 大 き く 取 る こ と に よ り 、 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ が 、 左 側 方 か ら 見 て
カ ム 駆 動 チ ェ ー ン ２ ７ と 重 な ら な い 位 置 ま で 前 方 に 寄 せ ら れ て い る 。 ま た 、 左 サ イ ド ウ エ
イ ト ４ １ に 形 成 さ れ た 前 記 ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ は 、 た と え ば 放 射 状 に ２ 本 形 成 さ れ 、
各 ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ に そ れ ぞ れ 入 口 ６ １ 及 び 副 入 口 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ の 下 端 部 は 、 オ イ ル 流 通 孔 ７ １ を 介 し て ク ラ ン ク 室 ４ の 前 部 下 側 の
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前 記 ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ６ に 連 通 し 、 該 ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ６ に は ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ
７ ５ の 下 端 吸 込 口 ７ ５ ａ が 開 口 し て い る 。 エ ン ジ ン 運 転 中 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ７ ５ の
吸 引 作 用 に よ り 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 及 び ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ４ 内 の オ イ ル は 殆 ど 吸 引
さ れ 、 ク ラ ン ク 室 後 方 の ミ ッ シ ョ ン 室 ８ に 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 運 転 中
、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ は オ イ ル が 殆 ど 吸 い 出 さ れ た 状 態 に 保 た れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 図 １ の V-V断 面 拡 大 部 分 図 で あ り 、 左 側 ク ラ ン ク ケ ー ス 部 材 １ ａ の チ ェ ー ン 通 路
６ ７ の 右 端 壁 ６ ７ ａ に は 、 チ ェ ー ン 通 路 ６ ７ 内 と ク ラ ン ク 室 ４ 内 と を 空 気 流 通 可 能 に 連 通
す る ２ 個 の 連 通 孔 ７ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 該 連 通 孔 ７ ０ 及 び 前 記 左 側 軸 受 １ ７ を 介 し て ク
ラ ン ク 室 ４ の ブ ロ ー バ イ ガ ス が ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に 流 入 す る と 共 に 、 ク ラ ン ク 室 ４ 内 の
圧 力 変 化 が ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 に 伝 わ り 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 も ク ラ ン ク 室 ４ 内 と 同
様 な 圧 力 変 化 を 生 じ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は ブ リ ー ザ 室 ４ ７ の 左 側 面 拡 大 図 で あ り 、 ブ リ ー ザ 室 ４ ７ の 下 端 に は オ イ ル 排 出 通
路 ８ ０ が 形 成 さ れ 、 該 オ イ ル 排 出 通 路 ８ ０ は パ イ プ 又 は チ ュ ー ブ 等 に よ り ス カ ベ ン ジ ン グ
室 ７ ６ に 連 通 し て い る 。 な お 、 上 記 の よ う に オ イ ル 排 出 通 路 ８ ０ を ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ６
に 連 通 す る 代 わ り に 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に 連 通 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 上 記 の よ う に
ス カ ベ ン ジ ン グ 室 ７ ６ に 連 通 し て い る こ と に よ り 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ７ ５ の 吸 引 力 を
利 用 し て 、 積 極 的 に ブ リ ー ザ 室 ４ ７ に 溜 ま る オ イ ル を 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
[作 用 ]
　 図 ２ に お い て 、 エ ン ジ ン 運 転 中 、 ク ラ ン ク 室 ４ 内 は 、 ピ ス ト ン と シ リ ン ダ の 間 か ら 漏 れ
る ブ ロ ー バ イ ガ ス が 充 満 し 、 ま た 、 ク ラ ン ク 室 ４ 内 の 底 部 か ら 掻 き 揚 げ ら れ る オ イ ル が 油
滴 （ オ イ ル ミ ス ト ） と な っ て ブ ロ ー バ イ ガ ス 中 に 浮 遊 し て お り 、 前 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス は 図
５ の 連 通 孔 ７ ０ 及 び 左 側 軸 受 １ ７ を 介 し て ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に 流 入 し て い る 。 ま た 、 ク
ラ ン ク 室 ４ 内 の 圧 力 は 、 ピ ス ト ン の 昇 降 に よ り 周 期 的 に 変 化 し て お り 、 こ の 圧 力 変 化 も 連
通 孔 ７ ０ 及 び 左 側 軸 受 １ ７ を 介 し て ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に も 伝 達 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に お い て 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ 内 の ガ ス は 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ の 圧 力 変 化 に よ り
、 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ の 入 口 ６ １ 及 び 副 入 口 ６ ２ か ら ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ に 入 り 、
バ ラ ン サ 軸 ３ １ 内 の ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ を 経 て ブ リ ー ザ 室 ４ ７ に 流 入 す る が 、 入 口 ６ １ ， ６
２ 、 ブ リ ー ザ 入 口 通 路 ６ ０ ａ 、 ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ 及 び ブ リ ー ザ 室 ４ ７ に お い て 油 気 分 離 さ
れ る 。 ブ リ ー ザ 室 ４ ７ 内 で 油 気 分 離 さ れ た 後 の 気 体 成 分 は ゴ ム ホ ー ス ５ １ を 通 っ て 外 部 又
は エ ア ク リ ー ナ に 排 出 さ れ 、 分 離 後 の 油 成 分 は オ イ ル 排 出 通 路 ８ ０ （ 図 ４ ） を 経 て ス カ ベ
ン ジ ン グ 室 ７ ６ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 の よ う な ブ ロ ー バ イ ガ ス の 排 出 工 程 に お け る 油 気 分 離 作 用 を 、 さ ら に 詳 し く 説 明 す
る 。 図 ３ に お い て 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ は ク ラ ン ク 室 ４ と 比 べ る と 容 積 が 大 き く 、 ガ ス 中
に 含 ま れ る 油 滴 成 分 が 少 な く 、 し か も 、 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ ７ ５ （ 図 １ ） に よ り 常 時 オ
イ ル が 吸 い 出 さ れ て お り 、 こ れ ら に よ り 、 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ の 入 口 ６ １ ， ６ ２ か ら ブ
リ ー ザ 通 路 ６ ０ 内 に 浸 入 し よ う と す る 油 滴 成 分 は 、 従 来 の よ う に ク ラ ン ク 室 内 に 入 口 を 開
口 す る 場 合 に 比 べ て 、 格 段 と 少 な い 量 に 減 少 し て い る 。 こ れ に 加 え 、 バ ラ ン サ 軸 ３ １ は ク
ラ ン ク 軸 ３ と 同 一 回 転 速 度 で 回 転 し て い る の で 、 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ の 外 周 端 部 近 傍 で
は 、 大 き な 油 滴 は 遠 心 力 に よ り 分 離 さ れ 、 入 口 ６ １ ， ６ ２ か ら 浸 入 す る こ と は 殆 ど な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ジ ェ ネ レ ー タ 室 １ ０ に は 、 カ ム 軸 部 分 か ら チ ェ ー ン 通 路 ６ ７ を 通 っ て オ イ ル が 戻
っ て く る が 、 入 口 ６ １ ， ５ ２ を 有 す る 左 サ イ ド ウ エ イ ト ４ １ は 、 図 １ の よ う に カ ム 駆 動 チ
ェ ー ン ２ ７ か ら 前 方 に 離 れ て 位 置 し て い る の で 、 カ ム 駆 動 チ ェ ー ン ２ ７ と 共 に ジ ェ ネ レ ー
タ 室 １ ０ に 戻 っ て く る オ イ ル が 前 記 入 口 ６ １ ， ６ ２ か ら 浸 入 す る 可 能 性 も 極 め て 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 前 記 入 口 通 路 ６ ０ ａ を 通 っ て ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ 内 に 流 入 し た 油 滴 も 、 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の
回 転 に よ る 遠 心 力 に よ っ て ブ リ ー ザ 通 路 ６ ０ の 内 周 面 に 付 着 す る こ と に よ り 、 気 体 成 分 か
ら 分 離 さ れ 、 さ ら に 、 ブ リ ー ザ 室 ４ ７ に 流 入 す る こ と に よ り 、 ブ リ ー ザ 室 ４ ７ 内 で も 分 離
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 入 口 通 路 ６ ０ ａ は ２ 本 形 成 さ れ 、 さ ら に 各 入 口 通 路 ６ ０ ａ に
は 径 方 向 に 開 口 す る 入 口 ６ １ と 軸 芯 方 向 に 開 口 す る 副 入 口 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る の で 、 一
方 の 入 口 通 路 ６ ０ ａ が 詰 ま っ た 場 合 に は 、 残 り の 入 口 通 路 ６ ０ ａ の み で ブ リ ー ザ 機 能 を 維
持 で き 、 ま た 、 １ つ の 入 口 通 路 ６ ０ ａ の 入 口 ６ １ 又 は 副 入 口 ６ ２ の 一 方 が 詰 ま っ た 場 合 に
は 、 残 り の 入 口 で ブ リ ー ザ 機 能 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
[ブ リ ー ザ 通 路 の メ ン テ ナ ン ス 及 び タ イ ミ ン グ 調 節 ]
　 吸 、 排 気 弁 の 開 閉 タ イ ミ ン グ の 調 節 を す る 場 合 に は 、 図 ３ の ブ リ ー ザ 室 蓋 ４ ６ を ジ ェ ネ
レ ー タ カ バ ー １ ５ か ら 取 り 外 し 、 左 端 開 口 か ら ボ ッ ク ス レ ン チ 等 の 回 転 用 工 具 を ブ リ ー ザ
室 ４ ７ 内 に 挿 入 し 、 バ ラ ン サ 軸 ３ １ の 工 具 係 合 部 ６ ５ に 係 合 す る 。 そ し て 、 回 転 用 工 具 に
よ っ て バ ラ ン サ 軸 ３ １ を 手 動 で 回 転 す る こ と に よ り 、 ク ラ ン ク 軸 ３ を 回 転 さ せ 、 上 記 開 閉
タ イ ミ ン グ の 調 節 を 行 う 。 こ の よ う に 、 ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー １ ５ を 取 り 外 す こ と な く 、 開
閉 タ イ ミ ン グ の 調 節 作 業 後 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
[そ の 他 の 発 明 の 実 施 の 形 態 ]
（ １ ） 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 オ イ ル を ク ラ ン ク ケ ー ス 内 の ミ ッ シ ョ ン 室 に 貯 留 す る セ ミ ド
ラ イ サ ン プ 型 の 単 気 筒 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン に 適 用 し た が 、 オ イ ル タ ン ク を エ ン ジ ン 外 部 に
設 置 し た 外 部 オ イ ル タ ン ク 設 置 型 の エ ン ジ ン に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 、 単 気 筒
４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 以 外 で も 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に バ ラ ン サ 軸 を 備 え る エ ン ジ ン で あ れ ば
本 発 明 の 適 用 は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ２ ） 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口 を サ イ ド ウ エ イ ト に 形 成 し て い る が 、 バ
ラ ン サ 軸 の 外 周 面 に 、 ジ ェ ネ レ ー タ に 向 け て 開 口 す る 構 造 と す る こ と も で き る 。 ま た 、 ジ
ェ ネ レ ー タ 室 に 開 口 す る 入 口 は 、 前 記 実 施 の 形 態 の よ う な ４ つ に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 １ 個 、 ２ 個 ３ 個 又 は ５ 個 以 上 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 単 気 筒 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の ク ラ ン ク ケ ー ス の 左 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の II-II断 面 展 開 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 矢 印 III部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ブ リ ー ザ 室 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の V-V断 面 拡 大 部 分 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ 　 ク ラ ン ク ケ ー ス
３ 　 ク ラ ン ク 軸
４ 　 ク ラ ン ク 室
８ 　 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 室
１ ０ 　 ジ ェ ネ レ ー タ 室
１ ５ 　 ジ ェ ネ レ ー タ カ バ ー
３ ０ 　 ジ ェ ネ レ ー タ
３ １ 　 バ ラ ン サ 軸
４ １ 　 左 サ イ ド ウ エ イ ト
４ ５ 　 ブ リ ー ザ ケ ー ス
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４ ６ 　 ブ リ ー ザ 室 蓋
４ ７ 　 ブ リ ー ザ 室
６ ０ 　 ブ リ ー ザ 通 路
６ ０ ａ 　 ブ リ ー ザ 入 口 通 路
６ １ 、 ６ ２ 　 ブ リ ー ザ 通 路 の 入 口
６ ３ 　 ブ リ ー ザ 通 路 の 出 口
７ ６ 　 ス カ ベ ン ジ ン グ 室
７ ５ 　 ス カ ベ ン ジ ン グ ポ ン プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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